
確定申告学習会・計算会、各支部で続々開催！ 

自主申告の推進で、納税者の権利を守ろう！！  
 

 3月16日（月）の確定申告期限を控え、各支部で自主申告の計算会が続々と行われています。 

 2/25日（水）に行われた深川北支部の計算会には役員合わせて9人が参加しました。役員が中心となって全会員調査を集めたり、

申告書の書き方を教え合ったり、全国商工団体連合会作成の「春の運動ＤＶＤ」を視聴するなど、集まって話し合う民商ならではの

計算会となりました。 

 同じく2/25日に行われた西大島の計算会にも役員合わせ9人が参加。日ごろの自主記帳の成果もあり、会員が事務局のアドバイ

スを受けながら、ほぼ自分で申告書を完成させました。 

 3/1（日）の南砂計算会には７人が参加。会員同士が計算の合間に和気あいあいと話し合い、楽しい計算会となりました。  

 同3/1に行われた門前仲町、東大島の計算会にはともに８名の会員が参加しました。参加した会員さんの中には消費税を計算し

たところ、売上は昨年度と横ばいにも関わらず大幅に税額が上がっている人もいました。 

 「10％に増税されたら本当に大変なことになる」という切実な声が、各支部から寄せられています。増税中止の署名を積極的に集

め、なんとしても増税を阻止しましょう。同時に、民商の魅力である自主記帳・自主申告を貫くことは、納税者の権利を守ることにつ

ながります。自主申告活動を更に推進させ、国民本位の税制にしていきましょう。 
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無料法律なんでも相談会のお知らせ  
 江東民商では、毎月第4水曜日に東部法律事務所の弁護士による法律なんでも相談を行っています。 

相談は無料です。法律のことでお困りの方はお気軽にお越しください。 

次回 3月25日水曜日13：00～16：00  場所 江東民商事務所1階 
※当日、相談にお越しいただく方は事前に江東民商にご連絡下さい。 

  

 
 

春の運動も終盤へ突入！ 

２月の成果をもとに、仲間を増やして活発な江東民

商を！！ 
 

 2月は事務局、役員が中心となって仲間増やしに取り組み商工新

聞読者が28名、会員が1名の成果となりました。この成果は、自分の

つながりを活かしきり、知人をはじめ元読者・元会員を丹念に回る中

で得られた成果です。 

 仲間を増やした人の中からは「仲間増やしは楽しんでやることが大

事」という発言もありました。 

 3月はいよいよ春の運動の最終盤です。確定申告時期ということも

あり、税金のことで悩んでいる人も多くいます。会員一人ひとりが自分

の周りで困っている人を探し、民商を紹介することが仲間増やしの近

道です。 

 江東民商をさらに明るく活発にするためにも、全会員の奮闘で仲間

増やしを推進していきましょう。 

  

  

2/25（水） 深川北支部計算会の様子 

北砂支部班会を開催 
  

 2月24日（火）に北砂支部の班会を参加者3人で開きました。「経

営・暮らし、健康向上」調査の記入のあと、景気の見通しは「暗い」

というより「真っ暗だ」という声が出ました。「そういう中で生活

は？」と聞くと、「預金を取り崩している」「節約して何とかやってい

る」という答えが返ってきました。「消費税が負担だ」といった意見

から、「日本が戦争する国に向かっている」「若者の置かれた状況

は厳しい」など社会情勢にまで話が及びました。 

「三・一三重税反対江東区民集会」へ

参加し、納税者の権利を示そう！！ 
 

 三・一三重税反対区民集会は、平和で安心して働

き、生きることを願う団体・個人が、重税反対の一点

で団結して1970年に開始し、今年で46回目を迎えま

す。 

 江東民商は毎年中心となってこの集会成功のた

めに力を尽くしています。 

 昨年以上の規模でこの集会を成功させるためにも、

一人でも多くの方へ参加を訴えます。集団申告を行

わない人も、ぜひ集会・デモ行進へ参加して下さい。 

 納税者の権利を守り、国民本位の税制をつくるた

めに、今こそ私たちが大きく声をあげましょう。 

 

 日時：3/13（金） 13：00開場 13：30開会 

 会場：総合区民センター2階・レクホール 

 ※集会終了後、江東東・西税務署にむけてデモ行

進を行い、統一申告・請願行動を行います。 
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☆会員さんのお仕事拝見vol．10☆ 
プラスチック加工 米沢彫刻（東砂２丁目） 米沢慶隆さん（42歳） 米沢隆行さん（41歳） 

  

ニーズある手動機使いこなし 強み認識しつつ流れに敏感に 
  
  

  

                    ☆会員さんのお仕事拝見vol．9☆ 
  
  

  

自動車の整備鈑金塗装 内田鈑金工業（海辺） 内田龍雄さん（75歳） 
  

どんな機種にも応える“外科医” 50年たっても試行錯誤 
  

 

バックバンパーの傷をパテで治す姿

は真剣そのもの 

 約束より少し早く伺うと、作業場にはピンと張りつめた空気があった。BMWの

バックバンパーの傷をパテで治す内田さんは脇目も振らない。「やっぱり顔の部

分だからね。女の人がファンデーションを塗る時も丁寧にやるでしょ」。普通なら部

品交換するような大きな損傷も、何とか修理できないかと考える。「鈑金は整形外

科、塗装は美容外科」とたとえる。 

 18歳から大手整備会社で修行を積んだ。職人の世界では「見て覚えろ」と言われる中、同期25人中23人が１年以内にやめて

しまう。内田さんは昼休みも惜しんで、ドリルの刃を研いだり、溶接の練習をして仕事を覚えた。独立したのは30歳のころだ。 

 50年以上修理に携わるが、いまだに試行錯誤の日々という。自動車の開発は日進月歩だ。鉄板ひとつとっても、今はハイテ

ンションパネルといって薄くても張力の高い素材になっている。仲間内では「今までの溶接機械じゃ無理だ」とささやかれたが、

内田さんは何度も手順を考え自分なりのやり方で辛抱強くものにした。 

  
 

 

 系列会社には入らないため、あらゆるメーカーのあらゆる機種が持ち込まれる。

しかし素材や構造の進化をメーカーは教えてくれない。  「自分たちが勉強しな

いと乗り遅れてしまう。私たちに先生はいないからね」。だから治す時間より修理

方法を考える時間のほうが長い。ある時、１日中考えても思いつかず布団に入っ

たが、夜中の３時にひらめくものがあり、朝まで我慢できずに作業場に向かった

ら、成功したという。「いつも失敗だらけ。年がら年中考えているうちに答えが出て

くる」。出てくる」。 

 最近仕事をしながら、車に話しかけている自分に気がついた。「今は傷が痛くて

しょうがないだろうが我慢してろよ。早く治してやるからな」。患者本位の名“外科

医”には遠方からも来客があり、日本に数台もないフェラーリ ディーノの修理に

は３年半を費やした。 

自動車の“外科医” 

内田さん 

 プラスチックの板や棒を、ドリルのついた機械で削り取る加工業。最近はエコー検査器な

ど医療機器や駅務員が手に持つライトなど、安全に関わる分野の仕事が増えている。耐熱

や耐薬品に優れた素材が多く、細かな技術が必要なものを何でもこなす。量産前のサンプ

ル品の依頼が多いが、大量に頼まれれば徹夜作業を続けることもある。 

 彫刻機製造の技術者だった父が独立したのが約40年前。年子の兄弟は、中学生の頃か

らバイトがてら父の工場を手伝った。学校が終われば直接タクシーに乗って工場に向かう

日々。慶隆さんは高校を卒業してすぐに後を継ぎ、サラリーマンだった隆行さんはバブル崩

壊後の厳しい環境で家業を助ける道を選んだ。 

 父の代では手動の彫刻機を使っていたが、慶隆さんが入社した90年代前半はコンピュー

タによる自動設計が普及し始めた頃で、電動自動彫刻機を導入した。今では作りたいものを

コンピュータ上で描けば、ほぼ自動で設計書ができ電動彫刻機が作ってくれる。しかし既に

出来上がっているものをマイナーチェンジして再利用する加工などは、手動でないとできな

い技術がある。大手メーカーの技術者には、コンピュータは使えても、図面を読めない、書

けない人も多いという。「発注者からのニーズと製品の仕上がりとのギャップは必ずある。現

場を見てもらえればロスは減らせる」と要望している。 
 

 

父の代から使う手動の彫刻

機は今でも活躍している 

 ３Dプリンターが出現した時は脅威に感じたが、強度などで実際の

使用に耐えられないものも多い。「まだまだ手動のニーズはある。で

もいずれ3Dがもっと進化してコストも下がれば、何らかの形で取り入

れることもあるかもしれない」。手動機を使える強みを持ちつつ電動

機を併用するように、自らの立ち位置を認識しながら、時代の流れ

に敏感に柔軟に対応しようとしている。 
 

 社長で兄の慶隆さん（右）と弟の隆行さ

んの２人で力を合わせている 


